
年度 件数
2012年度 3,267
2013年度 2,825
2014年度 2,533
2015年度 1,847
2016年度 1,483
2017年度 1,424
2018年度 1,559
2019年度 1,312
2020年度 1,177
2021年度 1,435

全
国
消
費
生
活
相
談
の
過
去

1
0
年
間
の
霊
感
商
法
等
の

件
数
（
消
費
者
庁
）

９
月
30
日
補
正
予
算
追
加

政
府
は
、
電
気
や
ガ
ス
、
食
料
品
な
ど
の
値
上

が
り
で
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
を
支
援
す

る
た
め
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
を
対
象
に
、
１

世
帯
あ
た
り
５
万
円
を
給
付
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

碧
南
市
は
、
９
月
議
会
最
終
日
の
30
日
、
追
加

補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
提
案
し
ま
す
。

対
象
は
、
非
課
税
世
帯
４
８
０
０
戸
。
家
計
急
変

世
帯
が
２
０
０
戸
で
、
総
額
２
億
５
千
万
円
は
全

額
、
国
費
と
な
り
ま
す
。
支
給
は
11
月
か
ら
。

２０２２年１０月２日
NO.2156

日本共産党碧南市委員会
碧南市笹山町3-13-10

電話・FAX/42-8706

日本共産党生活相談所
山口はるみ 電話 42-8940 FAX 41-9904
岡本 守正 電話 41-5357 FAX 46-1595
磯貝 明彦 電話・FAX 48-2718

11月から

非課税世帯5千戸に５万円支給

高齢者タクシー料金助成利用券10月～
８３０人対象のうち現在４０人が申請

１ 対象者

６５歳以上の在宅の方で、次の①②のいずれにも該当する方

① 生活保護受給世帯または市民税非課税世帯の方

② 要支援認定者または要介護認定者

上記に該当していても以下の方は対象になりません。

・福祉タクシー料金助成の対象の方（身体障害者手帳１級から３級、療育手

帳Ａ判定またはＢ判定、精神保健福祉手帳１級または２級）・自動車税また

は軽自動車税の減免を受けている方・特別養護老人ホーム、老人保健施設な

どに入所等している方

２ 助成内容

タクシー乗車料金に対し、１枚につき７００円まで助成できる利用券を交付。

３ 交付枚数

１月当たり２枚（１年間で最大２４枚交付）

決算審査で、さらに統一協会問題うきぼり
９月２６日の経済建設分科会で決算審査が行われました。

日本共産党山口はるみ議員の質問で、さらに禰宜田市長と統一協会の癒着が浮き彫

りになりました。

●富山県氷見市の講演会に市のパンフレット100部持参

2022年2月27日富山県氷見市で行われた平和大使協議会で記念

講演をした禰宜田市長。「会場で配られた碧南市の観光パンフ

レットは職員によって郵送されたのでは」と山口議員が指摘。

市長は、持参したと答え主催団体について「問題ないと思っ

た」と繰り返しました。このパンフレットは2019年度に1万部

作製。現在市役所地下に5000部残っています。水族館や衣浦衛

生組合などを訪れる児童に積極的に配布すべきです。

●消費生活センターに統一協会が「火消し」に

碧南市の消費生活センターに㋇29日統一協会の者が来て、霊感商法の相談者を統

一協会に教えろという「火消し」の訪問があったことがわかりました。相談内容は、

商工課長まで決済を取っています。市長まで決済がされていたら、統一協会に筒抜

けということになってしまいます。

●9/5～9/30 霊感商法特別期間 告知せず

政府はこの間、全国の消費生活センターで霊感商法について充分に対処してこな

かったとして、消費者庁が対策会議を開始。9/5～9/30まで特別期間として呼びか

けました。尾張旭市などでは市のホームページで呼びかけています。碧南市は全く

なし。ここでも統一協会に甘い姿勢が浮き彫りになりました。

こ
れ
で
も
市
長
は
し
ら
を
切
る
の
か



自治体 結果
豊田市 なし
刈谷市 なし
みよし市 なし
高浜市 なし
碧南市 あり
安城市 あり
⻄尾市 あり
岡崎市 あり
知立市 あり

9
月
2
7
日
の
国
葬
に
半

旗
の
有
無

全
国
か
ら
怒
り
の
声

「
国
葬
や
め
ろ
！
」
―
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
各
地

で
抗
議
の
声
が
あ
が
る
な
か
、
岸
田
内
閣
は

27
日
、
安
倍

晋
三
元
首
相
の
「
国
葬
」
を
強
行
し
ま
し
た
。
午
後
２
時
に

東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館
で
「
国
葬
」
が
始
ま
る
と

同
時
に
、
国
会
前
で
は
「
国
民
総
が
か
り
運
動
」
が
呼
び
か

け
、
市
民
が
大
行
動
を
ス
タ
ー
ト
。
識
者
や
市
民
運
動
家
、

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は
じ
め
立
憲
民
主
党
、
れ

い
わ
新
選
組
、
社
民
党
の
野
党
各
党
代
表
が
演
壇
で
ス
ピ
ー

チ
し
ま
し
た
。

「
国
葬
」
で
は
、
岸
田
文
雄
首
相
、
菅
義
偉
前
首
相
が
、

安
保
法
制
や
秘
密
保
護
法
の
強
行
な
ど
立
憲
主
義
破
壊
の
安

倍
政
治
を
礼
賛
し
ま
し
た
。

志
位
委
員
長
が
ス
ピ
ー
チ

国
会
正
門
前
で
行
わ
れ
た
大
行
動
に
は
１
万
５
０
０
０
人

（
主
催
者
発
表
）
が
集
ま
り
、「
憲
法
違
反
の
国
葬
反
対
」「
安

倍
政
治
を
美
化
す
る
な
」
と
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
「
憲
法
守

れ
」
な
ど
が
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
が
並
び
、
学
生
な
ど
若

い
世
代
の
参
加
者
も
目
立
ち
ま
し
た
。

憲
法
違
反
に
声
を
あ
げ
ね
ば

横
浜
市
に
住
む
大
学
４
年
生
（
２
２
）
は
、
初
め
て
国
会

前
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
岸
田
首
相
が
言
う
「
国
葬
」
の

理
由
に
は
何
一
つ
納
得
が
い
か
な
い
と
語
り
、
「
そ
も
そ
も

憲
法
違
反
で
あ
る
『
国
葬
』
を
強
行
す
る
こ
と
が
お
か
し
い
。

反
対
の
意
思
を
示
さ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
来
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

悪
政
の
美
化
は
許
さ
な
い

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
菱
山
南
帆
子
さ
ん
（
憲

法
９
条
を
壊
す
な
！
実
行
委
員
会
）
は
、
安
倍
元
首
相
は
憲

法
と
民
主
主
義
を
破
壊
し
続
け
て
き
た
政
治
家
だ
と
指
摘
し
、

「
国
葬
」
に
よ
っ
て
「
悪
政
を
美
化
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
」
と
訴
え
。
「
民
意
を
軽
視
し
て
『
国
葬
』
を
強
行
し

た
岸
田
政
権
を
み
ん
な
の
力
で
終
わ
ら
せ
よ
う
」
と
語
り
ま

し
た
。

共
産
・立
憲
・社
民
・れ
い
わ
の
代
表
あ
い
さ
つ

野
党
か
ら
、
日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
、
立
憲
民

主
党
の
近
藤
昭
一
衆
院
議
員
、
社
民
党
の

福
島
瑞
穂
参
院
議
員
、
れ
い
わ
新
選
組
の

櫛
渕
万
里
衆
院
議
員
が
あ
い
さ
つ
。
参
院

会
派
「
沖
縄
の
風
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

た
た
か
い
は
こ
れ
か
ら

志
位
氏
は
、
「
国
葬
」
強
行
で
「
済
ん
だ

こ
と
」
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
強

調
。
二
点
を
訴
え
た
い
と
し
て
、
「
『
国
葬
』

が
憲
法
違
反
で
あ
る
点
は
絶
対
に
あ
い
ま
い
に
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
述
べ
、
「
一
片
の
閣
議
決
定
で
、
憲
法
を
く
つ
が

え
す
よ
う
な
国
に
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
。
あ
わ
せ
て
、

岸
田
政
権
は
安
倍
政
治
を
礼
賛
し
、
国
民
に
押
し
付
け
よ
う

と
し
て
い
る
と
告
発
し
、
「
こ
ん
な
こ
と
は
断
固
お
断
り
し

よ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
語
り
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、「
た

た
か
い
は
こ
れ
か
ら
だ
」
「
理
不
尽
な
こ
と
は
理
不
尽
だ
と

声
を
上
げ
続
け
よ
う
」
と
訴
え
、
戦
後
最
悪
の
「
安
倍
政
治
」

を
国
民
に
強
要
す
る
岸
田
政
権
を
終
わ
ら
せ
、
「
み
ん
な
で

力
を
あ
わ
せ
て
、
新
し
い
政
治
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

16
億
円
の
税
金
に
怒
ろ
う

劇
作
家
の
坂
手
洋
二
さ
ん
は
、
国
家
に
よ
っ
て
国
民
に
自

粛
や
弔
意
の
強
制
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
発
言
。
「
国
葬
」

に
は
、
16
億
円
超
と
も
い
わ
れ
る
税
金
が
使
わ
れ
る
と
話
し
、

「
私
た
ち
は
怒
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
ん
な
政
治
は
選
挙

で
変
え
ま
し
ょ
う
」
と
語
り
ま
し
た
。
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日本共産党碧南市会議
員団のホームページを
ごらんください。

戦
争
法
廃
止
改
憲
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

10
月
19
日
（
水
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
6
ー
17

（
日
進
小
学
校
南

）

岸田政権の「国葬」強行に抗議

列島騒然 国会前１万５０００人
（
写
真
）
「
『
国
葬
』
強
行
す
る
な
」
と
国
会
正
門
前
大

行
動
に
参
加
す
る
人
た
ち
＝
27
日
、
東
京
都
千
代
田
区


